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7.1.2.1 剛節架構の応力割増率
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7.5.1.2. RC柱の断面検定表

地震時の曲げモーメントとせん断力が割増の対象です。
M=ML+αc*ME=132.44+4.45*(-6.46)=104kNm
Q=QL+αc*QE=-58.90+4.45*3.82=-42kN

*「設計条件>1次設計>RC（柱/梁）」の”QD=n*QE”による割り増しnは1.0に設定して検証を行っております。

⻑期 Mz

チェックオンの場合、剛節架構の応力割増が考慮されます。
αc=0.25*Ci*NL/QE=0.25*0.20*340/3.82=4.45

参照：計算解説書「7.2.1.1 RC造の応力の割増し」
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M=ML+ME=132.44+(-6.46)=126kNm
Q=QL+QE=-58.90+3.82=-55kN

*「設計条件>1次設計>RC（柱/梁）」の”QD=n*QE”による割り増しnは1.0に設定して検証を行っております。

⻑期 Mz

チェックオフの場合、剛節架構の応力割増が考慮されません。

EL_0 Mz ⻑期 Vy EL_0 Vy

7.1.2.1 剛節架構の応力割増率

7.5.1.2. RC柱の断面検定表


